
歯科点数等Ｑ＆Ａ 

 

（処置） 

Ｑ１ 補綴前処置について、単純鉤などを製作するに当たり、咬合が緊密であることから鉤

歯のレストシート以外の部位または鉤歯の対合歯を削合する必要がある場合、どのよ

うに算定すればよいか。 

Ａ１ 咬合が緊密であり、クラスプを設置するスペースを確保する必要性から、やむを得ず

鉤歯または鉤歯の対合歯を削合する場合、補綴前処置を算定できます。 
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